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4.2 ５・６号機 滞留水の影響を踏まえた設備の保全について 

 

５・６号機については，建屋内へ流入する地下水により滞留水が増加している状況で

ある。そのため，６号機原子炉建屋付属棟地下階に設置されている液体廃棄物処理系のス

テンレス鋼製タンクの腐食や使用済燃料プールに貯蔵されている燃料の冷却維持に必要

な電源設備の被水について考慮し，保全の一環として，当該地下階滞留水の水質確認及び

構内散水の放射能濃度確認を，以下の通り実施する。 

 

(1)建屋内滞留水の水質 

６号機原子炉建屋付属棟地下階の一部没水している設備には，放射性廃液が貯蔵さ

れているステンレス鋼製のタンク及び付属配管があるため，滞留水の塩化物イオン濃

度を，ステンレス鋼に局部腐食が発生し得る塩化物イオン濃度（常温で 500ppm 程度）

以下であることを定期的に確認する。 

 

(2)構内散水の放射能濃度 

５・６号機の滞留水については，使用済燃料プールに貯蔵されている燃料の冷却維

持に必要な電源設備の被水を防止するため滞留水貯留設備にて処理し，構内に散水し

ている。構内散水は，作業前に散水可能な放射能濃度＊）であることを確認後，実施す

る。 

＊）散水可能な放射能濃度は実施計画Ⅲ章第３編 ２ 放射性廃棄物等の管理に関する補足説明「2.1.2放射

性液体廃棄物等の管理」参照。 

 


